キッチンカー支援プロジェクト　規約
第1条　名　称　
キッチンカーを利用したプロジェクトの名称を「キッチンカー支援プロジェクト」とする。
第2条　目　的　
キッチンカーを活用することで、ロータリアン一人一人が奉仕の理念を実践し、地域社会に貢献する。
第3条 運　営
1 事業開始日
2022年9月1日をこの事業の開始日とする。
2 設　備
キッチンカーは熊本県に1台、大分県に1台、配備し第2720地区のクラブ及び会員は申請すれば何れも自由に使用することが出来る。キッチンカーの保管場所と運用責任者は次の通りである。保管場所や運用責任者の変更等についてはその都度協議する。
熊本県

保管場所・・・・・熊本県人吉市上薩摩瀬1462-3　㈲人吉球磨車両　0966-23-3300
運用責任者・・・中川貴夫（人吉ロータリークラブ会員）　090-4352-3361
　　　　　大分県
　　　　　　保管場所・・・・・大分県大分市大字横瀬400番地　㈲八幡自動車工業　097-542-3388
　　　　　　運用責任者・・・井上邦弘（大分キャピタルロータリークラブ会員）　090-1870-7426
3 資　金
熊本・大分地震義援金残高￥8,258,169を原資とする。（残高は2022年9月2日現在）
4 資金管理
キッチンカー支援プロジェクト名義の通帳を新たに作成し、その通帳の管理は前田パストガバナーとする（元地震対策室長）。毎年6月末に監査を行い、その経緯を地区のホームページにアップする。監査とホームページへのアップはその年度のガバナーと相談の上、対処する。
5 運営費
ア）キッチンカーの年間維持費、主に法定点検費、車検費、保管費（駐車場）、自動車税等は保管場所の運用責任者がその費用が発生した都度、通帳管理者に詳細を記載の上、請求する。通帳管理者はその請求書を精査し、速やかに支払いを行うものとする。

イ）各クラブの事業でキッチンカーを使用する場合に発生するガソリン代、食材費等はキッチンカーを使用するクラブの負担とする（ガソリンを満タンの状態で返却）
ウ）地区の事業で使用する場合は義援金の残高からの使用を認める。その際、当年度のガバナー及び通帳管理者の承認を必要とする。
⑥　事故、故障、トラブル
自動車総合保険（車両保険含むがその都度加入）は運営側の負担とするが、補償はその
範囲となるので使用者側は使用する前に車両保険加入の有無と、その他、詳細を運用責
任者に確認しなければならない。その他のトラブル等は何れも原則、使用者責任とする。
6 終　結

義援金の残高が枯渇した時点、あるいはキッチンカーが劣化した場合、その年度のガバナーがこの事業の存続について関係者と協議する。
第4条　広　報
第2720地区のロータリークラブが公平に使用できるようその使用使途や方法等について地区のホームページにアップする。担当は地区公共イメージ部門長がその中心となる。
第5条　協　議
今後、運営に関して発生する諸問題は、当年度のガバナー並びにキッチンカーの関係者が中心となり協議する。なお、変更事項に関してはその都度規約を改正する。
第6条　その他
　　　　車の破損、事故、常備物の紛失等、別途、詳細な取り決めを行い、キッチンカー使用前に運用責任者より説明を受ける。万一の場合は運用責任者の方針に従うものとする。
